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本テキストでは数ベクトルは縦ベクトルとして, 数ベクトルと行列を次のように表す.

a =


a1

a2
...

an

 , A =


a11 · · · a1n

a21 · · · a2n
...

am1 · · · amn

 .

またスペースの関係で縦に書くのが面倒なときは転置の記号を用いて a = t(a1, . . . , an) と表すこ

ともある. また添字の範囲が分っているときは簡単に a = (ai), A = (aij) と表す.


